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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小

児

科
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◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ

い
保

健
医

療
福

祉
ビ

ル
２

Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
区
で
は
、
今
年
も
国

保
健
診
・
長
寿
健
診
が
無
料
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
10
月

末
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
国
保

健
診
の
対
象
者
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る

65
才
か

ら
74
才
ま
で
の
方
（
昭
和
14
年

８
月
１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日

生
れ
の
方
）。
長
寿
健
診
の
対
象

者
は
、
75
才
以
上
の
方
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方
（
昭
和
14
年
７
月
31
日

以
前
生
れ
の
方
）。

対
象
者
に
は
、
区
役
所
か
ら

受
診
券
が
届
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
も
受
診
券
を
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
方

は
、
区
役
所
の
医
療

保
険
課
・
保
険
事
業

係
（
℡
５
６
６
２
‐

０
６
２
３
）
に
連
絡

し
、
名
前
と
生
年
月

日
を
伝
え
て
再
発
行

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。心

臓
病
や
脳
卒
中

な
ど
、
生
活
習
慣
病

を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的

な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
無
料
の
健
康
診
断
で

す
。江

戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、

「
元
気
な
と
き
こ
そ
、
あ
な
た
と

家
族
の
た
め
に
も
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

〈
受
診
方
法
〉

区
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

受
診
券
と
問
診
票
、
そ
れ
に
保

険
証
を
そ
え
て
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
近
く
の
診
療
所
の
窓
口

に
出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所
〉

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４
‐
27
‐
２

℡
・
３
６
５
１
‐
２
９
４
４

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２
‐
12
‐
１

℡
・
５
６
７
９
‐
７
１
４
４

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３
‐
２
‐
35

℡
・
３
６
５
６
‐
６
６
８
８

秋の一泊旅行のお知らせ

恒例の友の会一泊旅行の日程と行先が決

まりましたのでお知らせします。

日 時 2014年 11月9日(日）～10日(月）

行き先 湯河原温泉と大山豆腐料理

参加費 1人 22,000円

※真鶴岬、大観山などを一望する雄大なパ

ノラマ源泉「百景野天風呂」と丹沢国定

公園で有名な大山豆腐料理と日向薬師を

訪れます。

※参加申込み方法と詳細案内は、次号「友

の会だより」といっしょにお送りします。

10
月
末
ま
で
実
施

毎月血圧測定（さわやか喫茶にて）
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８
月
に
ひ
ら
か
れ
た
２
０

１
４
年
原
水
禁
世
界
大
会
・

広
島
に
向
け
て
、
今
年
も
国

民
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。５

月
６
日
に
北
海
道
・
礼

文
島
を
出
発
し
た
行
進
が
７

月

22

日
に
江
戸
川
入
り
し
、

市
川
橋
下
で
引
き
継
が
れ
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
近
く
の

森
林
公
園
ま
で
約
１
５
０
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
の
会
か
ら
も
16
名
の
会
員

が
旗
を
持
っ
て
猛
暑
の
中
を

元
気
に
行
進
し
ま
し
た
。

国
民
平
和
行
進
は
「
原
発

ゼ
ロ
と
被
災
者
支
援
を
」
の

声
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
そ
し

て
、
平
和
な
日
本
と
安
心
で

き
る
暮
ら
し
を
求
め
る
運
動

に
連
帯
し
な
が
ら
、
全
国
全

て
の
市
町
村
で
網
の
目
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

「
国
民
平
和
行
進
」
は
、
１

９
５
８
年
、
１
人
の
僧
侶
が

「
核
武
装
反
対
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
手
に
、
被
爆
地
広
島
の

平
和
公
園
か
ら
第
４
回
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
が
行
わ
れ

た
東
京
へ
の
行
進
を
開
始
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の

時
の
行
進
の
先
頭
の
横
断
幕

に
は
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
・
非
核
と
９
条
輝
く
日
本

へ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。今

年
で
56
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

「訪問看護師さんはどんなことをしてくれるの？」

といった声をよく聞きます。訪問看護師は、病院

で働いている看護師と違うと思われていることが

しばしばありますが、働いている場所が違うだけ

で看護師に変わりはありません。

病院では診療の補助に重きがおかれ、看護師の

仕事は医療処置や指導など、健康を回復する支援

が主です。在宅では清拭やリハビリ、健康管理な

ど生活が安定し快適に過ごせることを主に支援し

ています。

最近は、行政の方針もあり、入院期間の短縮・

在宅看取りの推進などにより、看護師の仕事は病

院も在宅もほとんど変わりがなくなってきていま

す。ですから、訪問看護師も病院の看護師のイメー

ジどおりで間違いはないと思います。違うとすれ

ば、年齢構成でしょうか。病院の看護師さんは若

い方が多く、訪問看護師は昔で言えばベテラン、

普通に言えば年配の方が大半と言うことでしょう

か。そのため多くの訪問看護ステーションが後継

者不足に悩んでいるのが現状です。

以上のような状況から、医療処置がある場合や、

在宅での看取りを考えている非常に重篤な利用者

が増えていますが、逆に言うと、医療処置がない

と訪問看護を利用していただけないというような

状況になりつつあります。健康を維持する予防的

な視点からの訪問看護の利用がめっきり減ってい

るのが残念でなりません。

訪問看護は、健康面に不安

のある方全てが対象です。訪

問看護の利用に当たっては、

介護保険を利用されている方

は、ケアマネジャーにまず相

談してください。または、直

接訪問看護ステーションにご

相談ください。

編
集
後
記

▼
手
軽
な
交
通
手
段
の
自
転
車
。
地
球

温
暖
化
対
策
、
健
康
増
進
、
節
約
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
▼
い
ま
都
内
で
も
、
車
や
歩
行
者

と
の
分
離
が
す
す
め
ら
れ
軽
車
両
で
あ

る
自
転
車
が
車
道
の
左
側
端
を
走
れ
る

よ
う
、
車
道
の
路
側
帯
を
カ
ラ
ー
（
青

色
）
舗
装
化
す
る
自
転
車
レ
ー
ン
の
整

備
が
す
す
ん
で
い
ま
す
▼
こ
う
し
た
自

転
車
の
利
用
環
境
の
整
備
は
日
本
で
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
欧
州
各
国
で
は
90

年
代
か
ら
対
策
が
進
め
ら
れ
、
日
本
と

の
違
い
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
優
先

す
る
と
い
う
理
念
が
し
っ
か
り
据
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
道
路
が
車
に
占
領
さ

れ
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
て
い
る
日
本
社
会
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
車
優
先
の
発
想
を

改
め
る
と
き
に
き
て
い
ま
す
▼
友
の
会

は
、
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会
と

共
催
で
10
月
12
日
に
第
３
回
環
境
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
行
動
を
行
い
ま
す
。
葛
西
み
な

み
診
療
所
前
に
集
合
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
区
内
の
道
路
緑
化
・
自
転
車
レ
ー
ン

の
現
状
を
見
て
ま
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
黒
木
）

役立つ健康メモ22

訪問看護とは
訪問看護ステーションあかり所長

川原 里美

反
核
・
平
和
を
求
め
て

江
戸
川
国
民
平
和
行
進
に
１
５
０
名
参
加

追
悼
式
は
７
月
20
日
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
葛
西
区
民

館
で
の
式
典
で
は
親
江
会
の

坂
さ
ん
、
藤
内
さ
ん
の
被
爆

体
験
発
表
、
小
中
高
の
若
い

世
代
か
ら
の
発
言
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
式
典
後
、
滝
野

公
園
の
碑
前
に
献
花
し
、
犠

牲
者
追
悼
と
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
に
10
名
の
方
が
他
界

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

２
０
０
名
で
し
た
。

追
悼
と
平
和
へ
の
誓
い

第
34
回

江
戸
川
原
爆
犠
牲
者
追
悼
式

広島に向けて力強く行進

追
悼
碑
の
前
で
祈
る

☆

追
悼
式
で
の
中
学
生
の

発
言
よ
り
（部
分
）

（
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」
に

出
演
し
）
当
時
の
人
達
の
深
い

悲
し
み
、
怒
り
、
憎
し
み
が
痛

い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

…
原
爆
の
被
害
に
あ
っ
た
方
か

ら
の
お
話
も
聞
き
ま
し

た
。

た
っ
た
一
つ
の
原
爆
で
多
く
の

人
の
命
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
の
日
本
に
は
戦
争
を
し
よ
う

と
い
っ
た
声
が
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
今
後
の
日
本
の
安
全
が

と
て
も
心
配
で
す
。
原
爆
の
絵

本
も
読
み
ま
し
た
。
…
私
は
思

わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
夜

も
な
か
な
か
寝
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
事
が

も
う
一
度
起
こ
る
と
し
た
ら
。

想
像
し
た
だ
け
で
血
の
気
が
引

き
ま
す
。
…
原
爆
は
絶
対
に
再

度
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
原
爆
の

お
そ
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

（
五
葛
西
小
６
年

保
坂

百
音
）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

草
刈
女
腰
伸
ば
し
つ
つ
空
を
見
る

朝
駆
け
の
児
に
睡
蓮
の
未
だ
覚
め
ず

夕
立
が
来
る
ぞ
と
乱
舞
蚊
食
鳥

西
一
之
江

永
井

嶽

晩
年
は
不
手
際
ば
か
り
紫
蘇
を
も
む

吹
け
ば
飛
ぶ
己
の
ご
と
し
指
の
蟻

草
む
ら
に
無
言
に
お
わ
す
墓
と
合
ふ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

雨
上
が
り
光
る
紫
陽
花
し
じ
み
蝶

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
が
登
る
や
花
し
ょ
う
ぶ

東
葛
西

細
川

浩

月
上
げ
し
皿
に
納
め
し
剣
玉
や

風
納
め
ふ
わ
り
佇
む
鬼
蜻

人
力
の
走
馬
灯
か
な
石
切
場

南
葛
西

沖

琉
子

た
ん
ざ
く
に
叶
わ
ぬ
願
い
天
の
川

戦
世
も
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
深
紅
な
り

十
五
夜
は
か
の
地
も
照
ら
し
さ
え
わ
た
る

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

暑
す
ぎ
る
余
計
腹
立
つ
消
費
税

原
爆
忌
慰
霊
に
コ
ピ
ベ
似
合
う
人

触
ら
な
い
ボ
タ
ン
だ
ら
け
の
リ
モ
コ
ン
器

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

災
害
地
評
価
が
下
が
る
指
定
ノ
ー

気
を
付
け
よ
う
暗
い
道
よ
り
現
場
の
塀

ジ
ー
ン
ズ
が
浴
衣
に
化
け
る
花
火
会

南
葛
西

沖

琉
子

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
不
安
倍
増
支
持
下
落

心
な
い
あ
な
た
の
挨
拶
去
年
の
文

こ

ぞ

罪
は
罪
泣
き
わ
め
け
ど
も
許
さ
れ
じ

戦
争
の
思
い
出

南
葛
西

千
葉
邦
彦

私
は
、
１
９
４
５
年
８
月

15
日

の
終
戦
の
日
を
岩
手
県
の
疎
開
先
で

迎
え
ま
し
た
。
国
民
学
校
３
年
で
８

才
で
し
た
。
で
す
か
ら
戦
争
中
の
こ

と
を
あ
る
程
度
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
朝
礼
で
は
、
必
ず
、
宮
城

遙
拝
と
い
っ
て
天
皇
の
い
る
宮
城
の

方
角
に
向
か
っ
て
最
敬
礼
を
し
て
、

天
皇
へ
の
忠
誠
を
誓
わ
さ
れ
ま
し
た
。

君
が
代
斉
唱
、
国
旗
掲
揚
は
勿
論
で

す
。
音
楽
で
は
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
は
敵

性
用
語
だ
と
し
て
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
国
語
で
天
孫
降
臨

（
神
武
天
皇
が
天
か
ら
お
り
て
き
た

話
を
教
え
ら
れ
、
音
楽
で
は
「
紀
元

二
千
六
百
年
」
（
神
武
天
皇
即
位
か

ら
昭
和

15
年
が
２
６
０
０
年
に
当

た
る
）
を
祝
う
歌
を
教
え
る
と
い
う

風
に
、
徹
底
し
て
皇
国
史
観
を
教
え

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
教
育
を

受
け
て
先
輩
た
ち
は
戦
争
に
行
っ
た

の
で
す
。

も
う
一
つ
の
体
験
は
食
糧
難
で
す
。

１
９
４
３
年
頃
か
ら
年
々
食
べ
る
も

の
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
戦
争
が

終
わ
り
、
松
戸
に
帰
っ
て
く
る
と
、

庭
の
防
空
壕
は
な
く
な
り
、
庭
い
っ

ぱ
い
に
野
菜
が
植
え
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
〜
２
年
間
、
父
た
ち
は

サ
ツ
マ
イ
モ
の
買
い
出
し
に
行
っ
た

も
の
で
し
た
。
米
の
配
給
が
少
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
長
男
の
私
も
、
い
な

ご
や
ざ
り
が
に
、
小
魚
を
一
生
懸
命

獲
っ
た
も
の
で
す
。
食
糧
難
の
原
因

は
農
業
を
や
る
人
が
兵
隊
に
と
ら
れ
、

一
方
、
戦
地
へ
食
料
を
送
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

東
京
大
空
襲
を
始
め
、
日
本
の
都

市
の
ほ
と
ん
ど
が
延
べ
１
０
０
０
回

以
上
空
襲
を
受
け
た
こ
と
、
広
島
・

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
、

沖
縄
で
は
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

戦
死
の
半
数
以
上
が
戦
病
死
や
餓
死

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
後
に
人
か

ら
聞
い
た
り
映
像
で
観
た
り
し
ま
し

た
。戦

争
は
悲
惨
で
す
。
そ
し
て
多
く

の
人
が
不
幸
に
な
り
ま
し
た
。
暴
力

や
理
不
尽
な
こ
と
も
横
行
し
ま
し
た
。

二
度
と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
、
憲
法

９
条
を
し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

土
石
流
に
壊
さ
れ
て
い
く
広
島
の
安
佐
が
画
像
に
迫
り
て
く
る
も

何
と
言
ふ
時
に
生
ま
れ
し
か
放
射
能
の
探
知
受
け
つ
つ
生
き
ゆ
く
日
本

盗
掘
口
は
づ
れ
し
古
墳
の
壁
面
に
火
の
鳥
遺
る
こ
れ
ぞ
「
朱
雀
」
か

西
葛
西

穂
坂

喜
久
子

褥
そ
う
を
知
ら
ず
に
お
ざ
な
り
オ
ム
ツ
替
え
積
み
重
な
り
て
命
あ
や
う
し

認
知
症
ボ
ケ
じ
ゃ
な
い
よ
老
化
だ
よ
心
の
奥
は
と
ぎ
す
ま
し
お
り

黒
白

を
つ
け
て
い
き
が
り
若
者
は
灰
色
の
妙
味
知
ら
ず
お
ぼ
れ
る

こ
く
び
ゃ
く

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
８
月

を
締
め
く
く
る

30
・
31
日
、
戦

争
展
が
ひ
ら
か
れ
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
江
戸
川

原
爆
被
害
者
の
会
（
親
江
会
）

主
催
の
「
原
爆
展
」
と
の
共
同

開
催
で
す
。

永
井
隆

博
士
と
浦
上
天
主

堂
・
黒
い

雨
は
ど
う
降
っ
た

か
・
４
つ
の
原
爆
、
空
襲
、
沖

縄
戦
を
比
べ
る
・
江
戸
川
に
原

爆
が
落
ち
た
ら
・
原
爆
と
人
間

展
・
東
京
大
空
襲
・
治
安
維
持

法
下
で
の
闘
い
・
戦
争
当
時
の

く
ら
し
な
ど
の
展
示
品
の
他
、

日
中
友
好
の
交
流
・
中
学
校
の

教
科
書
問
題
・
原
発
の
歴
史
と

福
島
原
発
・
新
婦
人
・
９
条
の

会
・
新
日
本
歌
人
協
会
な
ど
の

各
コ
ー
ナ

ー
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
講
演
・
体
験
談
・
朗
読
・

歌
・
合
唱
・
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

が
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

エッセイ

アメリカによる広島への原爆投下から６９年

が経った８月６日、広島市で、原水爆禁止２０

１４世界大会・広島（ヒロシマデー集会）と市

が主催する平和記念式典がひらかれました。平

和記念公園の原爆碑には、大雨にもかかわらず

夜明け前から被爆者や遺族・市民が訪れて犠牲

者を追悼。核兵器のない世界へと国際社会が歩

みを強めるもとで、廃絶への願いを新たにしま

した。

「被爆地広島から世界へ」と題して被爆者と

世界の核被害者が訴えました。

広島市の内藤淑子さんは、被爆した姉の一人

が今も行方不明であることなど、涙ながらに語

りました。核保有国を提訴したマーシャル諸島

の政府代表等が発言しました。

原水爆禁止江戸川協議会からも、各団体から

代表 12 名が参加。２０１５年にひらかれる核

不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議に向けて、核

兵器廃絶を求めるアピール署名を、草の根の行

動として多くの区民に広げる取り組みにしよう

と確認しました。（黒木）

「
憲
法
9
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
！
」

第
14
回

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
i n

江
戸
川

区民に広げよう
核兵器廃絶署名

原水禁２０１４年世界大会・広島

世界大会・広島に参加した江戸川代表団

「8月9日の広島」と題して、穏や

かな表情で悲惨で稀有な体験を話

す奥田豊治さん

←「愛に生き平和にいきる」

「桑ばたけ」を熱唱する

小永井万知子さん

アンコールに応え、会場と一緒に「花は咲く」

を歌う健康友の会のメンバー

↑

親江会の方々と話をする参加者
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楽しく歌って元気

になろう

●毎月 第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所
５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２土曜日

第４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

（祝祭日は休み）

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しくおしゃべり

しましょう

●毎月 第４火曜日

14時～16時

9月16日です
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コ カ リ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

私
の
ふ
る
里
、
茨
城
県
筑
波

郡
大
穂
町
吉
沼
（
現
つ
く
ば

市
）
は
、
雄
大
な
筑
波
山
の
ふ

も
と
に
あ
り
、
見
渡
す
限
り
広

大
な
畑
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

特
に
四
季
の
変
化
を
感
ず
る
こ

と
も
な
く
、
田
舎
の
の
ん
び
り

と
し
た
空
気
を
吸
っ
て
育
ち
ま

し
た
。
筑
波
山
は
見
る
場
所
に

よ
り
山
頂
が
二
つ
又
は
三
つ
に

見
え
ま
す
。
吉
沼
か
ら
見
え
る

筑
波
山
は
三
つ
の
山
頂
と
姿
、

形
が
と
て
も
美
し
く
、
姉
た
ち

は
毎
朝
手
を
あ
わ
せ
て
拝
ん
だ

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

春
の
菜
の
花
の
咲
く
時
期
に
筑

波
山
頂
よ
り
見
下
ろ
す
一
面
の

黄
色
に
染
ま
る
畑
は
形
容
し
が

た
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
何

回
も
ル
ー
ト
を
変
え
て
登
っ
た

筑
波
山
…
一
面
つ
つ
じ
の
花
で

埋
ま
る
つ
つ
じ
が
丘
、
大
き
な

石
が
落
ち
て
き
そ
う
で
ハ
ラ
ハ

ラ
し
な
が
ら
く
ぐ
っ
た
弁
慶
七

戻
り
…
今
で
も
鮮
や
か
に
思
い

出
す
風
景
で
す
。
又
自
転
車
で

30
分
位
の
道
の
り
を
行
く
と
小

貝
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い

ま
す
。
水
泳
の
練
習
や
川
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り

や
ス
イ
カ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

ト
マ
ト
…
お
い
し
か
っ
た
。

近
く
の
雑
木
林
に
父
と
一
緒

に
出
か
け
、
生
花
の
材
料
の
山

百
合
や
枝
振
り
の
よ
い
木
々
を

さ
が
し
た
り
、
き
の
こ
採
り
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。
あ
め
た
け
や
ほ
う
き

た
け
等
が
と
れ
ま
し
た
。
山
で

は
く
ま
ん
ば
ち
に
刺
さ
れ
、
身

体
中
じ
ん
ま
し
ん
の
よ
う
に
赤

く
腫
れ
上
が
り
痛
い
思
い
を
し

ま
し
た
。

楽
し
み
な
夏
祭
り
は
、
「
ケ

ン
カ
み
こ
し
」
と
い
っ
て
各
部

落
か
ら
メ
イ
ン
通
り
の
四
ツ
角

に
何
台
も
み
こ
し
が
集
結
し
、

「
ソ
イ
ヤ
ソ
イ
ヤ
」
の
か
け
声

と
と
も
に
互
い
に
押
し
あ
い
、

ぶ
つ
け
あ
い
、
町
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
そ
の
勇
壮
な
様
は
子

供
心
に
も
恐
さ
と
興
奮
を
か
き

た
て
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
里
を
離
れ
て

50

年
、

「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
ふ
も
の
…
」
こ
の
詩
の
思
い

が
身
に
し
み
る
歳
に
な
り
ま
し

た
。

「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
」

さわやか喫茶着物リメイクの会

茨城県

南葛西 清水 時子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

おしゃべり喫茶小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第２月曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

７
月
29
日
最
高
気
温
更
新

中
の
暑
い
日
が
つ
づ
く
な
か

35
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ご
夫
婦
で
の

参
加
も
４
組
あ
り
、
関
心
が

高
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

田
村
倫
朗
医
師
が
ス
ラ
イ

ド
を
映
し
な
が
ら
認
知
症
と

は
何
か
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
手
品
の
よ
う
な
手
遊
び

や
ク
イ
ズ
を
し
て
笑
わ
せ
な

が
ら
、
認
知
症
の
原
因
・
種

類
・
早
期
発
見
の
方
法
（
長

谷
川
式
質
問
表
）
な
ど
。
そ

し
て
、
現
在
は
薬
が
い
ろ
い

ろ
出
て
い
て
、
完
治
は
し
な

い
け
れ
ど
進
行
を
遅
ら
せ
る

事
が
で
き
る
な
ど
の
治
療
法

を
、
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

気
に
な
っ
た
ら
医
師
に
相

談
し
て
く
れ
れ
ば
、
検
査
の

た
め
に
他
の
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
予
約
か
ら
結

果
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
し
て
く

れ
る
と
の
事
。
こ
れ
を
聞
い

て
す
こ
し
安
心
し
ま
し
た
。

日
々
、
度
忘
れ
？
あ
れ
？

も
し
か
し
て
？
と
感
じ
る
こ

と
の
多
く
な
っ
て
き
た
こ
の

ご
ろ
、
健
康
体
操
や
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
予
防
に

も
心
掛
け
な
が
ら
過
ご
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
猪
瀬
）

手芸サークル

●毎週 水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費

をいただきます。

直接会場へ。

一之江センター

聞
い
て
安
心
認
知
症
へ
の
対
応

松
島
中
央
支
部

▽一之江ハーモラス

●毎月 第２土曜日

14時～16時
▽小物づくり

●毎週 火・木

10時～15時
▽第2･4水着付け教室

●一之江内科４階

特別料金1丁２００円

●毎週月曜日・お食事会の
開催日に受けております。

●ご利用の方は診療所５Ｆ
ホールまで直接ご持参く
ださい。

●問合せ：友の会事務局
℡（5679-7130）

友の会包丁研ぎ

８
月
26
日
、
月
一
回
の
班

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回

は
『
い
つ
で
も
元
気
』
か

ら
、
大
腸
が
ん
の
話
の
よ
み

あ
わ
せ
を
行
な
い
ま
し
た
。

直
腸
と
Ｓ
状
結
腸
に
癌
が
で

き
る
と
、
便
秘
や
下
痢
・
肛

門
の
違
和
感
が
あ
り
、
上
行

結
腸
や
下
行
結
腸
に
癌
が
で

き
る
と
、
腹
部
の
し
こ
り
や

貧
血
な
ど
の
症
状
が
出
る
。

ま
た
腸
が
狭
く
な
り
嘔
吐
や

腸
閉
塞
で
通
院
さ
れ
る
方
も

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
常
生
活
で
注
意
す
る
こ

と
は
、
食
生
活
（
果
物
や
野

菜
を
取
る
）
や
運
動
を
意
識

し
て
行
な
う
こ
と
な
ど
が
、

癌
を
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
便
潜
血
検
査
を
行
な
い

初
期
に
発
見
で
き
れ
ば
完
治

で
き
る
こ
と
も
多
い
と
の
こ

と
。
毎
回
病
気
の
こ
と
や
日

常
の
暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
話

し
て
い
ま
す
。（
石
井
う
た
）

友
の
会
の
手
芸
サ
ー
ク
ル

と
一
之
江
セ
ン
タ
ー
の
小
物

づ
く
り
が
、
８
月

24
日
、
第

27
回
東
京
土
建
江
戸
川
支
部

ま
つ
り
に
初
参
加
し
、
作
品

の
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。

88
才
の
伊
藤
さ
ん
を
先
頭

に
会
員
12
名
が
友
の
会
の
半

纏
を
き
て
参
加
し
、
友
の
会

の
ア
ピ
ー
ル
も
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
健
康
相
談
の
看
板

を
か
か
げ
、
診
療
所
の
職
員

３
名
が
血
圧
、
骨
密
度
の
測

定
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
血

圧
１
０
０
名
、
骨
密
度

93
名

が
列
を
な
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

→
血
圧
測
定
に
並
ぶ
参
加
者

↑
一
之
江
セ
ン
タ
ー
の
小
物
売
り
場
に

若
い
人
も 病

気
や
日
常
の
話
を
し
よ
う

西
葛
西
健
康
班
会

毎回楽しみにしています

健
康
友
の
会
を

ア
ピ
ー
ル

土
建
ま
つ
り

田村医師の話を聞く参加者
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

草
刈
女
腰
伸
ば
し
つ
つ
空
を
見
る

朝
駆
け
の
児
に
睡
蓮
の
未
だ
覚
め
ず

夕
立
が
来
る
ぞ
と
乱
舞
蚊
食
鳥

西
一
之
江

永
井

嶽

晩
年
は
不
手
際
ば
か
り
紫
蘇
を
も
む

吹
け
ば
飛
ぶ
己
の
ご
と
し
指
の
蟻

草
む
ら
に
無
言
に
お
わ
す
墓
と
合
ふ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

雨
上
が
り
光
る
紫
陽
花
し
じ
み
蝶

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
が
登
る
や
花
し
ょ
う
ぶ

東
葛
西

細
川

浩

月
上
げ
し
皿
に
納
め
し
剣
玉
や

風
納
め
ふ
わ
り
佇
む
鬼
蜻

人
力
の
走
馬
灯
か
な
石
切
場

南
葛
西

沖

琉
子

た
ん
ざ
く
に
叶
わ
ぬ
願
い
天
の
川

戦
世
も
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
深
紅
な
り

十
五
夜
は
か
の
地
も
照
ら
し
さ
え
わ
た
る

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

暑
す
ぎ
る
余
計
腹
立
つ
消
費
税

原
爆
忌
慰
霊
に
コ
ピ
ベ
似
合
う
人

触
ら
な
い
ボ
タ
ン
だ
ら
け
の
リ
モ
コ
ン
器

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

災
害
地
評
価
が
下
が
る
指
定
ノ
ー

気
を
付
け
よ
う
暗
い
道
よ
り
現
場
の
塀

ジ
ー
ン
ズ
が
浴
衣
に
化
け
る
花
火
会

南
葛
西

沖

琉
子

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
不
安
倍
増
支
持
下
落

心
な
い
あ
な
た
の
挨
拶
去
年
の
文

こ

ぞ

罪
は
罪
泣
き
わ
め
け
ど
も
許
さ
れ
じ

戦
争
の
思
い
出

南
葛
西

千
葉
邦
彦

私
は
、
１
９
４
５
年
８
月

15
日

の
終
戦
の
日
を
岩
手
県
の
疎
開
先
で

迎
え
ま
し
た
。
国
民
学
校
３
年
で
８

才
で
し
た
。
で
す
か
ら
戦
争
中
の
こ

と
を
あ
る
程
度
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
朝
礼
で
は
、
必
ず
、
宮
城

遙
拝
と
い
っ
て
天
皇
の
い
る
宮
城
の

方
角
に
向
か
っ
て
最
敬
礼
を
し
て
、

天
皇
へ
の
忠
誠
を
誓
わ
さ
れ
ま
し
た
。

君
が
代
斉
唱
、
国
旗
掲
揚
は
勿
論
で

す
。
音
楽
で
は
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
は
敵

性
用
語
だ
と
し
て
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
国
語
で
天
孫
降
臨

（
神
武
天
皇
が
天
か
ら
お
り
て
き
た

話
を
教
え
ら
れ
、
音
楽
で
は
「
紀
元

二
千
六
百
年
」
（
神
武
天
皇
即
位
か

ら
昭
和

15
年
が
２
６
０
０
年
に
当

た
る
）
を
祝
う
歌
を
教
え
る
と
い
う

風
に
、
徹
底
し
て
皇
国
史
観
を
教
え

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
教
育
を

受
け
て
先
輩
た
ち
は
戦
争
に
行
っ
た

の
で
す
。

も
う
一
つ
の
体
験
は
食
糧
難
で
す
。

１
９
４
３
年
頃
か
ら
年
々
食
べ
る
も

の
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
戦
争
が

終
わ
り
、
松
戸
に
帰
っ
て
く
る
と
、

庭
の
防
空
壕
は
な
く
な
り
、
庭
い
っ

ぱ
い
に
野
菜
が
植
え
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
〜
２
年
間
、
父
た
ち
は

サ
ツ
マ
イ
モ
の
買
い
出
し
に
行
っ
た

も
の
で
し
た
。
米
の
配
給
が
少
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
長
男
の
私
も
、
い
な

ご
や
ざ
り
が
に
、
小
魚
を
一
生
懸
命

獲
っ
た
も
の
で
す
。
食
糧
難
の
原
因

は
農
業
を
や
る
人
が
兵
隊
に
と
ら
れ
、

一
方
、
戦
地
へ
食
料
を
送
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

東
京
大
空
襲
を
始
め
、
日
本
の
都

市
の
ほ
と
ん
ど
が
延
べ
１
０
０
０
回

以
上
空
襲
を
受
け
た
こ
と
、
広
島
・

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
、

沖
縄
で
は
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

戦
死
の
半
数
以
上
が
戦
病
死
や
餓
死

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
後
に
人
か

ら
聞
い
た
り
映
像
で
観
た
り
し
ま
し

た
。戦

争
は
悲
惨
で
す
。
そ
し
て
多
く

の
人
が
不
幸
に
な
り
ま
し
た
。
暴
力

や
理
不
尽
な
こ
と
も
横
行
し
ま
し
た
。

二
度
と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
、
憲
法

９
条
を
し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

土
石
流
に
壊
さ
れ
て
い
く
広
島
の
安
佐
が
画
像
に
迫
り
て
く
る
も

何
と
言
ふ
時
に
生
ま
れ
し
か
放
射
能
の
探
知
受
け
つ
つ
生
き
ゆ
く
日
本

盗
掘
口
は
づ
れ
し
古
墳
の
壁
面
に
火
の
鳥
遺
る
こ
れ
ぞ
「
朱
雀
」
か

西
葛
西

穂
坂

喜
久
子

褥
そ
う
を
知
ら
ず
に
お
ざ
な
り
オ
ム
ツ
替
え
積
み
重
な
り
て
命
あ
や
う
し

認
知
症
ボ
ケ
じ
ゃ
な
い
よ
老
化
だ
よ
心
の
奥
は
と
ぎ
す
ま
し
お
り

黒
白

を
つ
け
て
い
き
が
り
若
者
は
灰
色
の
妙
味
知
ら
ず
お
ぼ
れ
る

こ
く
び
ゃ
く

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
８
月

を
締
め
く
く
る

30
・
31
日
、
戦

争
展
が
ひ
ら
か
れ
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
江
戸
川

原
爆
被
害
者
の
会
（
親
江
会
）

主
催
の
「
原
爆
展
」
と
の
共
同

開
催
で
す
。

永
井
隆

博
士
と
浦
上
天
主

堂
・
黒
い

雨
は
ど
う
降
っ
た

か
・
４
つ
の
原
爆
、
空
襲
、
沖

縄
戦
を
比
べ
る
・
江
戸
川
に
原

爆
が
落
ち
た
ら
・
原
爆
と
人
間

展
・
東
京
大
空
襲
・
治
安
維
持

法
下
で
の
闘
い
・
戦
争
当
時
の

く
ら
し
な
ど
の
展
示
品
の
他
、

日
中
友
好
の
交
流
・
中
学
校
の

教
科
書
問
題
・
原
発
の
歴
史
と

福
島
原
発
・
新
婦
人
・
９
条
の

会
・
新
日
本
歌
人
協
会
な
ど
の

各
コ
ー
ナ

ー
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
講
演
・
体
験
談
・
朗
読
・

歌
・
合
唱
・
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

が
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

エッセイ

アメリカによる広島への原爆投下から６９年

が経った８月６日、広島市で、原水爆禁止２０

１４世界大会・広島（ヒロシマデー集会）と市

が主催する平和記念式典がひらかれました。平

和記念公園の原爆碑には、大雨にもかかわらず

夜明け前から被爆者や遺族・市民が訪れて犠牲

者を追悼。核兵器のない世界へと国際社会が歩

みを強めるもとで、廃絶への願いを新たにしま

した。

「被爆地広島から世界へ」と題して被爆者と

世界の核被害者が訴えました。

広島市の内藤淑子さんは、被爆した姉の一人

が今も行方不明であることなど、涙ながらに語

りました。核保有国を提訴したマーシャル諸島

の政府代表等が発言しました。

原水爆禁止江戸川協議会からも、各団体から

代表 12 名が参加。２０１５年にひらかれる核

不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議に向けて、核

兵器廃絶を求めるアピール署名を、草の根の行

動として多くの区民に広げる取り組みにしよう

と確認しました。（黒木）

「
憲
法
9
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
！
」

第
14
回

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
i n

江
戸
川

区民に広げよう
核兵器廃絶署名

原水禁２０１４年世界大会・広島

世界大会・広島に参加した江戸川代表団

「8月9日の広島」と題して、穏や

かな表情で悲惨で稀有な体験を話

す奥田豊治さん

←「愛に生き平和にいきる」

「桑ばたけ」を熱唱する

小永井万知子さん

アンコールに応え、会場と一緒に「花は咲く」

を歌う健康友の会のメンバー

↑

親江会の方々と話をする参加者
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８
月
に
ひ
ら
か
れ
た
２
０

１
４
年
原
水
禁
世
界
大
会
・

広
島
に
向
け
て
、
今
年
も
国

民
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。５

月
６
日
に
北
海
道
・
礼

文
島
を
出
発
し
た
行
進
が
７

月

22

日
に
江
戸
川
入
り
し
、

市
川
橋
下
で
引
き
継
が
れ
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
近
く
の

森
林
公
園
ま
で
約
１
５
０
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
の
会
か
ら
も
16
名
の
会
員

が
旗
を
持
っ
て
猛
暑
の
中
を

元
気
に
行
進
し
ま
し
た
。

国
民
平
和
行
進
は
「
原
発

ゼ
ロ
と
被
災
者
支
援
を
」
の

声
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
そ
し

て
、
平
和
な
日
本
と
安
心
で

き
る
暮
ら
し
を
求
め
る
運
動

に
連
帯
し
な
が
ら
、
全
国
全

て
の
市
町
村
で
網
の
目
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

「
国
民
平
和
行
進
」
は
、
１

９
５
８
年
、
１
人
の
僧
侶
が

「
核
武
装
反
対
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
手
に
、
被
爆
地
広
島
の

平
和
公
園
か
ら
第
４
回
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
が
行
わ
れ

た
東
京
へ
の
行
進
を
開
始
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の

時
の
行
進
の
先
頭
の
横
断
幕

に
は
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
・
非
核
と
９
条
輝
く
日
本

へ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。今

年
で
56
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

「訪問看護師さんはどんなことをしてくれるの？」

といった声をよく聞きます。訪問看護師は、病院

で働いている看護師と違うと思われていることが

しばしばありますが、働いている場所が違うだけ

で看護師に変わりはありません。

病院では診療の補助に重きがおかれ、看護師の

仕事は医療処置や指導など、健康を回復する支援

が主です。在宅では清拭やリハビリ、健康管理な

ど生活が安定し快適に過ごせることを主に支援し

ています。

最近は、行政の方針もあり、入院期間の短縮・

在宅看取りの推進などにより、看護師の仕事は病

院も在宅もほとんど変わりがなくなってきていま

す。ですから、訪問看護師も病院の看護師のイメー

ジどおりで間違いはないと思います。違うとすれ

ば、年齢構成でしょうか。病院の看護師さんは若

い方が多く、訪問看護師は昔で言えばベテラン、

普通に言えば年配の方が大半と言うことでしょう

か。そのため多くの訪問看護ステーションが後継

者不足に悩んでいるのが現状です。

以上のような状況から、医療処置がある場合や、

在宅での看取りを考えている非常に重篤な利用者

が増えていますが、逆に言うと、医療処置がない

と訪問看護を利用していただけないというような

状況になりつつあります。健康を維持する予防的

な視点からの訪問看護の利用がめっきり減ってい

るのが残念でなりません。

訪問看護は、健康面に不安

のある方全てが対象です。訪

問看護の利用に当たっては、

介護保険を利用されている方

は、ケアマネジャーにまず相

談してください。または、直

接訪問看護ステーションにご

相談ください。

編
集
後
記

▼
手
軽
な
交
通
手
段
の
自
転
車
。
地
球

温
暖
化
対
策
、
健
康
増
進
、
節
約
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
▼
い
ま
都
内
で
も
、
車
や
歩
行
者

と
の
分
離
が
す
す
め
ら
れ
軽
車
両
で
あ

る
自
転
車
が
車
道
の
左
側
端
を
走
れ
る

よ
う
、
車
道
の
路
側
帯
を
カ
ラ
ー
（
青

色
）
舗
装
化
す
る
自
転
車
レ
ー
ン
の
整

備
が
す
す
ん
で
い
ま
す
▼
こ
う
し
た
自

転
車
の
利
用
環
境
の
整
備
は
日
本
で
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
欧
州
各
国
で
は
90

年
代
か
ら
対
策
が
進
め
ら
れ
、
日
本
と

の
違
い
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
優
先

す
る
と
い
う
理
念
が
し
っ
か
り
据
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
道
路
が
車
に
占
領
さ

れ
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
て
い
る
日
本
社
会
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
車
優
先
の
発
想
を

改
め
る
と
き
に
き
て
い
ま
す
▼
友
の
会

は
、
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会
と

共
催
で
10
月
12
日
に
第
３
回
環
境
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
行
動
を
行
い
ま
す
。
葛
西
み
な

み
診
療
所
前
に
集
合
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
区
内
の
道
路
緑
化
・
自
転
車
レ
ー
ン

の
現
状
を
見
て
ま
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
黒
木
）

役立つ健康メモ22

訪問看護とは
訪問看護ステーションあかり所長

川原 里美

反
核
・
平
和
を
求
め
て

江
戸
川
国
民
平
和
行
進
に
１
５
０
名
参
加

追
悼
式
は
７
月
20
日
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
葛
西
区
民

館
で
の
式
典
で
は
親
江
会
の

坂
さ
ん
、
藤
内
さ
ん
の
被
爆

体
験
発
表
、
小
中
高
の
若
い

世
代
か
ら
の
発
言
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
式
典
後
、
滝
野

公
園
の
碑
前
に
献
花
し
、
犠

牲
者
追
悼
と
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
に
10
名
の
方
が
他
界

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

２
０
０
名
で
し
た
。

追
悼
と
平
和
へ
の
誓
い

第
34
回

江
戸
川
原
爆
犠
牲
者
追
悼
式

広島に向けて力強く行進

追
悼
碑
の
前
で
祈
る

☆

追
悼
式
で
の
中
学
生
の

発
言
よ
り
（部
分
）

（
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」
に

出
演
し
）
当
時
の
人
達
の
深
い

悲
し
み
、
怒
り
、
憎
し
み
が
痛

い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

…
原
爆
の
被
害
に
あ
っ
た
方
か

ら
の
お
話
も
聞
き
ま
し

た
。

た
っ
た
一
つ
の
原
爆
で
多
く
の

人
の
命
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
の
日
本
に
は
戦
争
を
し
よ
う

と
い
っ
た
声
が
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
今
後
の
日
本
の
安
全
が

と
て
も
心
配
で
す
。
原
爆
の
絵

本
も
読
み
ま
し
た
。
…
私
は
思

わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
夜

も
な
か
な
か
寝
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
事
が

も
う
一
度
起
こ
る
と
し
た
ら
。

想
像
し
た
だ
け
で
血
の
気
が
引

き
ま
す
。
…
原
爆
は
絶
対
に
再

度
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
原
爆
の

お
そ
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

（
五
葛
西
小
６
年

保
坂

百
音
）
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-71 30 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2014年 9月10日 第42号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ

い
保

健
医

療
福

祉
ビ

ル
２

Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
区
で
は
、
今
年
も
国

保
健
診
・
長
寿
健
診
が
無
料
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
10
月

末
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
国
保

健
診
の
対
象
者
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る

65
才
か

ら
74
才
ま
で
の
方
（
昭
和
14
年

８
月
１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日

生
れ
の
方
）。
長
寿
健
診
の
対
象

者
は
、
75
才
以
上
の
方
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方
（
昭
和
14
年
７
月
31
日

以
前
生
れ
の
方
）。

対
象
者
に
は
、
区
役
所
か
ら

受
診
券
が
届
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
も
受
診
券
を
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
方

は
、
区
役
所
の
医
療

保
険
課
・
保
険
事
業

係
（
℡
５
６
６
２
‐

０
６
２
３
）
に
連
絡

し
、
名
前
と
生
年
月

日
を
伝
え
て
再
発
行

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。心

臓
病
や
脳
卒
中

な
ど
、
生
活
習
慣
病

を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的

な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
無
料
の
健
康
診
断
で

す
。江

戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、

「
元
気
な
と
き
こ
そ
、
あ
な
た
と

家
族
の
た
め
に
も
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

〈
受
診
方
法
〉

区
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

受
診
券
と
問
診
票
、
そ
れ
に
保

険
証
を
そ
え
て
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
近
く
の
診
療
所
の
窓
口

に
出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所
〉

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４
‐
27
‐
２

℡
・
３
６
５
１
‐
２
９
４
４

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２
‐
12
‐
１

℡
・
５
６
７
９
‐
７
１
４
４

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３
‐
２
‐
35

℡
・
３
６
５
６
‐
６
６
８
８

秋の一泊旅行のお知らせ

恒例の友の会一泊旅行の日程と行先が決

まりましたのでお知らせします。

日 時 2014年 11月9日(日）～10日(月）

行き先 湯河原温泉と大山豆腐料理

参加費 1人 22,000円

※真鶴岬、大観山などを一望する雄大なパ

ノラマ源泉「百景野天風呂」と丹沢国定

公園で有名な大山豆腐料理と日向薬師を

訪れます。

※参加申込み方法と詳細案内は、次号「友

の会だより」といっしょにお送りします。

10
月
末
ま
で
実
施

毎月血圧測定（さわやか喫茶にて）
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